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（４）高齢者に関する人権上の問題点 

 

 

 

 

①図 13－１ 高齢者に関する人権上の問題点【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高齢者に関する人権上の問題点について、「高齢者を邪魔者扱いし、つまはじきにすること」と回答し

た人の割合が 55.1％と最も高く、次いで「病院での看護や養護施設において劣悪な処遇や虐待をするこ

と」（47.5％）、「経済的に自立が困難なこと」（47.2％）の順となっている。 

 

 

47.5

47.2

44.5

39.4

38.0

37.4

1.1

2.6

2.3

2.3

55.1

0.0 20.0 40.0 60.0

問 11 あなたは、高齢者に関する事柄で、人権上問題があると思われるのはどのようなこと

ですか。（✓はいくつでも） 

 

経済的に自立が困難なこと 

働ける能力を発揮する機会が少ないこと 

 悪徳商法の被害者が多いこと

家庭内での看護や介護において嫌がらせや虐待をすること 

病院での看護や養護施設において劣悪な処遇や虐待をすること 

高齢者を邪魔者扱いし、つまはじきにすること 

高齢者の意見や行動を尊重しないこと 

その他

特にない

わからない 

無回答 
全体（N=1,512） 

高齢者に関する人権問題について、「高齢者を邪魔者扱いし、つまはじきにすること」が 6 割 

0％ 20％ 40％ 60％ 
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②図 13－２ 高齢者に関する人権上の問題点【性別・年齢別】 
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37.5

41.3

44.2

38.4

41.8

30.4

46.3

38.3
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55.1

53.5

57.4

62.1

49.3

57.5

59.6

50.8

53.2

0 20 40 60 80

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

高齢者を邪魔者扱いし、

つまはじきにすること 
 

経済的に自立が困難なこ

と 

働ける能力を発揮する機

会が少ないこと 

 

悪徳商法の被害者が多い

こと 

 

家庭内での看護や介護に

おいて嫌がらせや虐待を

すること 

高齢者の意見や行動を尊

重しないこと 
その他 

全  体 （1,512） 

男  性  （643）

女  性  （838） 

20～29 歳（141） 

40～49 歳（219） 

50～59 歳（261） 

60～69 歳（342） 

70 歳以上（313） 

【性 別】 

【年齢別】 

30～39 歳（206） 

47.5

40.7

53.3

57.8

48.9

52.5

46.2

35.1

54.6

0 20 40 60 80

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

病院での看護や養護施設

において劣悪な処遇や虐

待をすること 
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44.8

49.3
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44.4

40.4
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42.5
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48.5

55.3

45.6

43.0

32.3

51.1

0 20 40 60 80

1
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4

5
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7

8

9

10

11

全  体 （1,512） 

男  性  （643）

女  性  （838） 

20～29 歳（141） 

40～49 歳（219） 

50～59 歳（261） 

60～69 歳（342） 

70 歳以上（313） 

【性 別】 

【年齢別】 

30～39 歳（206） 

38.0

35.6

40.9

49.5

41.1

40.2

33.3

29.4

48.2

0 20 40 60 80

1
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37.4

35.0

39.6

35.9

34.7

30.7

40.6

40.3

43.3

0 20 40 60 80

1
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3

4

5

6

7

8

9
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11

1.1

0.8

1.3

1.5

1.8

0.8

0.6

1.0

1.4

0 20 40 60 80

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

(％) (％) (％) (％) 

(％) (％) (％) (％) 
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性別で比較すると、女性の方が「病院での看護や養護施設において劣悪な処遇や虐待をすること」と

回答した人の割合が 53.3％と、男性の 40.7％と比べて高くなっている。 
年齢別では、「働ける能力を発揮する機会が少ないこと」、「家庭内での看護や介護において嫌がらせや

虐待をすること」と回答した人の割合は、年齢が低くなるにつれて高くなる傾向にある。 
 

2.6

3.3

1.9

1.5

2.7

0.0

2.6

5.4

2.1

0 20 40 60 80

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

わからない 

全  体 （1,512） 

男  性  （643）

女  性  （838） 

20～29 歳（141） 

40～49 歳（219） 

50～59 歳（261） 

60～69 歳（342） 

70 歳以上（313） 

【性 別】 

【年齢別】 

30～39 歳（206） 

2.3

2.3

2.1

0.5

0.0

1.9

2.6

4.2

3.5

0 20 40 60 80

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

特にない 無回答 

2.3

2.0

2.3

1.9

2.3

0.8

2.0

3.8

2.1

0 20 40 60 80

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

(％) (％) (％) 
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ア 高齢者の人権を守るために必要なこと 

 

 

 

 

①図 14－１ 高齢者の人権を守るために必要なこと【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高齢者の人権を守るために必要なことについて、「生活保障（年金など）の充実」と回答した人の割合

が 69.4％と最も高く、次いで「保健・福祉・医療サービスの充実」（67.1％）、「働く意欲のある高齢者の

就労の場の確保」（58.3％）の順となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

67.1

58.3

55.2

39.1

35.5

13.2

1.0

1.9

1.4

2.0

69.4

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

問 12 高齢者の人権が守られるためには、どのようなことが必要だと思いますか。 

    （✓は５つまで） 

 

働く意欲のある高齢者の就労の場の確保 

自立して生活しやすい環境の整備 

 生活保障（年金など）の充実 

保健・福祉・医療サービスの充実 

高齢者が被害者になる犯罪の取締まりの強化 

高齢者の人権を守るための啓発・広報活動の実施 

高齢者のための相談体制の充実 

その他

特にない

わからない 

無回答 

高齢者の人権を守るために必要なことについて、「生活保障（年金など）の充実」、「保健・福祉・医

療サービスの充実」がともに 7 割 

全体（N=1,512） 

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 
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②図 14－２ 高齢者の人権を守るために必要なこと【性別・年齢別】 
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7.1
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35.5

34.7
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37.0

38.3

29.8

38.0

34.0
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39.1

36.9

40.7
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33.8

39.5

44.2

41.2

29.8
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55.2

49.9

59.8

54.9

54.8

58.2

61.1

48.6

53.2
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59.9
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66.2

55.9

59.9

50.8

64.5
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67.1

63.3

70.9

69.9

65.8
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65.8

64.9

65.2
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69.4

67.0

72.0

68.0

69.4

75.5

72.5

67.1

61.7

0 20 40 60 80 100

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

生活保障（年金など）の

充実 

 

保健・福祉・医療サービ

スの充実 

働く意欲のある高齢者の

就労の場の確保 

 

自立して生活しやすい環

境の整備 

 

高齢者のための相談体制

の充実 
高齢者の人権を守るため

の啓発・広報活動の実施 
 

その他 高齢者が被害者になる犯

罪の取締まりの強化 

全  体 （1,512） 

男  性  （643）

女  性  （838） 

20～29 歳（141） 

40～49 歳（219） 

50～59 歳（261） 

60～69 歳（342） 

70 歳以上（313） 

【性 別】 

【年齢別】 

30～39 歳（206） 

全  体 （1,512） 

男  性  （643）

女  性  （838） 

20～29 歳（141） 

40～49 歳（219） 

50～59 歳（261） 

60～69 歳（342） 

70 歳以上（313） 

【性 別】 

【年齢別】 

30～39 歳（206） 

(％) (％) (％) (％) 

(％) (％) (％) (％) 
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性別で比較すると、女性の方が「自立して生活しやすい環境の整備」（59.8％）、「保健・福祉・医療サ

ービスの充実」（70.9％）と回答した人の割合が、男性の 49.9％、63.3％と比べて高くなっている。 

2.0

2.2

1.7

0.5

0.0

1.5

1.5

4.5

2.8

0 20 40 60 80 100

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

1.4

1.9

0.8

1.9

3.2

0.8

0.6

1.0

0.7

0 20 40 60 80 100

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

1.9

2.8

0.7

1.0

0.9

0.4

2.3

3.2

2.1

0 20 40 60 80 100

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

特にない わからない 無回答 

全  体 （1,512） 

男  性  （643）

女  性  （838） 

20～29 歳（141） 

40～49 歳（219） 

50～59 歳（261） 

60～69 歳（342） 

70 歳以上（313） 

【性 別】 

【年齢別】 

30～39 歳（206） 

(％) (％) (％) 
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（５）障害のある人に関し、どのような問題が起きているか 

 
 
 
 
①図 15－１ 障害のある人に関し、どのような問題が起きているか【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

障害のある人に関し、どのような問題が起きているかについて、「人々の障害のある人に対する理解が

足りないこと」と回答した人の割合が 65.4％と最も高く、次いで「就職・職場で不利な扱いをすること」

（58.1％）、「差別的な言動をすること」（45.4％）の順となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

58.1

45.4

40.1

38.1

31.2

19.4

14.8

1.7

3.1

5.6

2.8

65.4

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

問 13 あなたは、障害のある人に関し、現在、どのような人権問題が起きていると思います

か。（✓はいくつでも）  

結婚問題で周囲が反対すること 

就職・職場で不利な扱いをすること 

 差別的な言動をすること 

悪徳商法の被害者が多いこと 

アパート等の住宅への入居が困難なこと 

スポーツ・文化活動・地域活動に気軽に参加できないこと 

じろじろ見られたり、避けられたりすること 

その他 

特にない 

わからない 

無回答 全体（N=1,512） 

人々の障害のある人に対する理解が足りないこと 

障害のある人に関する人権問題について、「人々の障害のある人に対する理解が足りないこと」が 7

割 

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 
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②図 15－２ 障害のある人に関し、どのような問題が起きているか【性別・年齢別】 
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70.5

64.3

54.6

68.1
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人々の障害のある人に対

する理解が足りないこと 

就職・職場で不利な扱い

をすること 
差別的な言動をすること 

 
じろじろ見られたり、避

けられたりすること 

結婚問題で周囲が反対す

ること 

アパート等の住宅への入

居が困難なこと 
 

悪徳商法の被害者が多い

こと 
 

全  体 （1,512） 

男  性  （643）

女  性  （838） 

20～29 歳（141） 

40～49 歳（219） 

50～59 歳（261） 

60～69 歳（342） 

70 歳以上（313） 

【性 別】 

【年齢別】 

30～39 歳（206） 

全  体 （1,512） 

男  性  （643）

女  性  （838） 

20～29 歳（141） 

40～49 歳（219） 

50～59 歳（261） 

60～69 歳（342） 

70 歳以上（313） 

【性 別】 

【年齢別】 

30～39 歳（206） 

スポーツ・文化活動・地

域活動に気軽に参加でき

ないこと 

(％) (％) (％) (％) 

(％) (％) (％) (％) 
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性別で比較すると、女性の方が「差別的な言動をすること」（49.4％）、「アパート等の住宅への入居が

困難なこと」（35.4％）と回答した人の割合が、男性の 41.2％、26.4％と比べて高くなっている。 

年齢別で比較すると、「人々の障害のある人に対する理解が足りないこと」では 30～39 歳で回答した

人の割合は 74.3％と高くなっている。また、「差別的な言動をすること」、「じろじろ見られたり、避けら

れたりすること」、「結婚問題で周囲が反対すること」と回答した人の割合は、年齢が低くなるにつれて

それぞれ高くなる傾向にある。 
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その他 特にない わからない 無回答 

全  体 （1,512） 

男  性  （643）

女  性  （838） 

20～29 歳（141） 

40～49 歳（219） 

50～59 歳（261） 

60～69 歳（342） 

70 歳以上（313） 

【性 別】 

【年齢別】 

30～39 歳（206） 

(％) (％) (％) (％) 
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ア 障害のある人の人権を守るために必要なこと 

 
 
 
 
①図 16－１ 障害のある人の人権を守るために必要なこと【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

障害のある人の人権を守るために必要なことについて、「自分らしく働くことのできる就労の場の確

保」と回答した人の割合が 61.6％と最も高く、次いで「自立して生活しやすい福祉のまちづくりを推進

するための生活関連施設等のバリアフリー化を推進」（57.7％）、「個人のニーズに合った福祉サービスの

充実」（42.4％）の順となっている。 

 

 

 

 

57.7

42.4

33.5

30.6

30.1

30.0

22.7

18.1

11.0

0.9

1.3

3.0

2.0

61.6

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

問 14 障害のある人の人権が守られるためには、どのようなことが必要だと思いますか。 

（✓は５つまで） 

自立して生活しやすい福祉のまちづくりを推進するための
生活関連施設等のバリアフリー化を推進

自分らしく働くことのできる就労の場の確保 

 障害の有無にかかわらない交流活動の促進 

個人のニーズに合った福祉サービスの充実 

障害のある人を支援するボランティアなどの育成 

障害のある人のための相談体制の充実強化 

障害及び障害のある人に対する正しい理解と人権を守る
ための啓発・広報活動を推進 

その他 

特にない 

わからない 

無回答 

 成年後見制度など障害のある人の権利と 
財産を守る制度の利用促進 

 障害のある人に対する様々な情報提供の充実 

 警察関係等職員の障害特性に関する理解 

全体（N=1,512） 

障害のある人の人権を守るために必要なことについて、「就労の場の確保」、「生活関連施設等のバリ

アフリー化を推進」がともに 6 割 

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 
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②図 16－２ 障害のある人の人権を守るために必要なこと【性別・年齢別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

30.6

27.7

32.5

33.0

30.6

30.7

29.5

27.5

34.0

0 20 40 60 80

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

61.6

56.9

65.9

60.7

66.7

64.0

67.5

54.0

57.4

0 20 40 60 80

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

自分らしく働くことので

きる就労の場の確保 
 

自立して生活しやすい福

祉のまちづくりを推進す

るための生活関連施設等

のバリアフリー化を推進 

個人のニーズに合った福

祉サービスの充実 
障害のある人を支援する

ボランティアなどの育成 
 

全  体 （1,512） 

男  性  （643）

女  性  （838） 

20～29 歳（141） 

40～49 歳（219） 

50～59 歳（261） 

60～69 歳（342） 

70 歳以上（313） 

【性 別】 

【年齢別】 

30～39 歳（206） 

全  体 （1,512） 

男  性  （643）

女  性  （838） 

20～29 歳（141） 

40～49 歳（219） 

50～59 歳（261） 

60～69 歳（342） 

70 歳以上（313） 

【性 別】 

【年齢別】 

30～39 歳（206） 

57.7

54.0

60.9

57.8

58.0

60.5

55.8

55.9

61.7

0 20 40 60 80

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

42.4

38.1

46.3

42.7

43.4

54.4

42.1

36.4

36.2

0 20 40 60 80

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

33.5

30.8

35.6

29.6

28.8

39.8

36.8

35.5

22.7

0 20 40 60 80

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

30.1

34.2

27.2

28.2

26.0

29.9

31.3

36.7

22.7

0 20 40 60 80

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

30.0

30.9

29.4

27.7

26.9

33.0

28.1

32.6

31.2

0 20 40 60 80

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

22.7

22.2

23.0

33.5

20.5

20.3

21.3

19.5

24.1

0 20 40 60 80

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

障害の有無にかかわらな

い交流活動の促進 
 

障害のある人のための相

談体制の充実強化 
障害及び障害のある人に

対する正しい理解と人権

を守るための啓発・広報

活動を推進 

障害のある人に対する

様々な情報提供の充実 

(％) (％) (％) (％) 

(％) (％) (％) (％) 
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性別で比較すると、女性の方が「自分らしく働くことのできる就労の場の確保」（65.9％）、「個人のニ

ーズに合った福祉サービスの充実」（46.3％）と回答した人の割合が、男性の 56.9％、38.1％と比べて高

くなっている。 

年齢別で比較すると、「個人のニーズに合った福祉サービスの充実」では 50～59 歳で回答した人の割

合が 54.4％と高くなっている。また、「障害のある人に対する様々な情報提供の充実」では 30～39 歳で

回答した人の割合が 33.5％と高くなっている。 

3.0

2.2

3.5

3.4

3.2

1.1

1.5

6.7

0.7

0 20 40 60 80

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

18.1

17.1

18.9

21.4

19.6

18.0

17.8

14.7

19.1

0 20 40 60 80

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

成年後見制度など障害の

ある人の権利と財産を守

る制度の利用促進 
 

その他 特にない 警察関係等職員の障害特

性に関する理解 
 

わからない 無回答 

全  体 （1,512） 

男  性  （643）

女  性  （838） 

20～29 歳（141） 

40～49 歳（219） 

50～59 歳（261） 

60～69 歳（342） 

70 歳以上（313） 

【性 別】 

【年齢別】 

30～39 歳（206） 

全  体 （1,512） 

男  性  （643）

女  性  （838） 

20～29 歳（141） 

40～49 歳（219） 

50～59 歳（261） 

60～69 歳（342） 

70 歳以上（313） 

【性 別】 

【年齢別】 

30～39 歳（206） 

11.0

13.2

9.7

14.1

12.8

11.9

9.6

10.2

9.2

0 20 40 60 80

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

0.9

0.9

0.8

1.0

1.8

0.0

0.3

1.0

2.1

0 20 40 60 80

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

1.3

1.7

0.8

1.0

0.0

0.8

1.8

2.2

1.4

0 20 40 60 80

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

2.0

2.0

1.7

0.0

0.9

1.1

2.3

3.5

1.4

0 20 40 60 80

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

(％) (％) (％) (％) 

(％) (％) 
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（６）同和問題を知ったきっかけ 

 
 
 
①図 17－１ 同和問題を知ったきっかけ【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 同和問題を知ったきっかけについて、「家族（祖父母、父母、兄弟姉妹等）から聞いた」と回答した人

の割合が 32.9％と最も高く、次いで「学校の授業で教わった」（27.8％）、「同和問題は知っているがきっ

かけは覚えていない」（11.3％）の順となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

27.8

11.3

5.8

3.4

3.2

2.8

2.4

1.3

1.0

0.4

5.7

1.9

32.9

0.0 20.0 40.0

問 15 あなたは、同和問題について、初めて知ったきっかけは、何からですか。（✓は１つ） 

家族（祖父母、父母、兄弟姉妹等）から聞いた 

学校の授業で教わった 

テレビ・ラジオ・新聞・本等で知った 

 
学校の友だちから聞いた 

同和問題の集会や研修会で知った 

 
近所から聞いた 

都道府県や市区町村の広報紙や冊子等で知った 

 

その他 

同和問題を知らない 

無回答 

職場の人から聞いた 

親戚の人から聞いた 

全体（N=1,512） 

同和問題を知ったきっかけについて、「家族から聞いた」、「学校の授業で教わった」がともに 3 割 

同和問題は知っているがきっかけは覚えていない 

0％ 20％ 40％ 
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5.0

7.9

7.3

6.4
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8

9

10

11

②図 17－２ 同和問題を知ったきっかけ【性別・年齢別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11.3

14.9

8.7

5.3

7.8

8.8

15.8

18.2

4.3

0 20 40 60 80

1

2

3

4

5

6
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8
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11

3.4

4.2

2.6

1.5

2.3

5.4

3.5

3.8

2.1

0 20 40 60 80

1

2

3

4

5
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7

8

9

10

11

2.4

3.1

1.7

1.0

2.3

0.8

3.8

3.2

1.4

0 20 40 60 80

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

2.8

4.0

1.9

0.0

0.5

1.9

5.3

6.1

0.0

0 20 40 60 80

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

3.2

2.8

3.2

1.0

2.3

4.6

4.1

3.2

1.4

0 20 40 60 80

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

32.9

31.9

34.2

21.4

32.9

36.0

43.0

37.4

12.8

0 20 40 60 80

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

家族（祖父母、父母、兄

弟姉妹等）から聞いた 
 

学校の授業で教わった 

 

テレビ・ラジオ・新聞・

本等で知った 

 

 

学校の友だちから聞いた 

 

同和問題の集会や研修会

で知った 

 

近所から聞いた 

 

職場の人から聞いた 

 

全  体 （1,512） 

男  性  （643）

女  性  （838） 

20～29 歳（141） 

40～49 歳（219） 

50～59 歳（261） 

60～69 歳（342） 

70 歳以上（313） 

【性 別】 

【年齢別】 

30～39 歳（206） 

全  体 （1,512） 

男  性  （643）

女  性  （838） 

20～29 歳（141） 

40～49 歳（219） 

50～59 歳（261） 

60～69 歳（342） 

70 歳以上（313） 

【性 別】 

【年齢別】 

30～39 歳（206） 

27.8

22.7

32.5

59.2

42.0

31.8

11.1

4.8

48.2

0 20 40 60 80

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

同和問題は知っているが

きっかけは覚えていない 

 (％) (％) (％) (％) 

(％) (％) (％) (％) 
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性別で比較すると、女性の方が「学校の授業で教わった」と回答した人の割合が32.5％と、男性の22.7％

と比べて高くなっている。 
年齢別で比較すると、「同和問題を知らない」では 20～29 歳で回答した人の割合が 21.3％と高くなっ

ている。また、「家族（祖父母、父母、兄弟姉妹等）から聞いた」、「同和問題は知っているがきっかけは

覚えていない」と回答した人の割合は、年齢が高くなるにつれて高くなる傾向にある。20～29 歳をのぞ

いて「学校の授業で教わった」と回答した人の割合は、年齢が低くなるにつれて高くなっている。 

1.3

1.1

1.2
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1.0

0.6
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0.9

1.9

0.0

0 20 40 60 80

1

2

3

4
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親戚の人から聞いた その他 

 
同和問題を知らない 

 

無回答 

 

全  体 （1,512） 

男  性  （643）

女  性  （838） 

20～29 歳（141） 

40～49 歳（219） 

50～59 歳（261） 

60～69 歳（342） 

70 歳以上（313） 

【性 別】 

【年齢別】 

30～39 歳（206） 

全  体 （1,512） 

男  性  （643）

女  性  （838） 

20～29 歳（141） 

40～49 歳（219） 

50～59 歳（261） 

60～69 歳（342） 

70 歳以上（313） 

【性 別】 

【年齢別】 

30～39 歳（206） 

0.4

0.5

0.2

0.5

0.0

0.4

0.0

0.6

0.7

0 20 40 60 80

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

5.7

5.8

5.7

7.3

4.1

3.1

1.5

6.1

21.3

0 20 40 60 80

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

都道府県や市区町村の広

報紙や冊子等で知った 
 (％) (％) (％) (％) 

(％) 
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（７）同和問題に関し、どのような問題が起きているか 

 

 
 
 

 

①図 18－１ 同和問題に関し、どのような問題が起きているか【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

同和問題に関し、どのような問題が起きているかについて、「結婚問題で周囲が反対すること」と回答

した人の割合が 64.1％と最も高く、次いで「身元調査をすること」（41.7％）の順となっている。 

 

41.7

24.8

23.2

11.6

4.8

2.6

8.4

12.2

1.6

64.1

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

問 15－１ 【問 15 で「１～11」を選んだ人のみ回答】 

あなたは、同和問題に関し、現在、どのような人権問題が起きていると思いま

すか。（✓はいくつでも） 

結婚問題で周囲が反対すること 

身元調査をすること 

 差別的な言動をすること 

インターネットを利用して差別的な情報を掲載すること 
 

差別的な落書きをすること 

その他 

特にない 

わからない 

無回答 

 就職・職場で不利な扱いをすること 

全体（N=1,397） 

同和問題に関する人権問題について、「結婚問題で周囲が反対すること」が 6 割 

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 
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②図 18－２ 同和問題に関し、どのような問題が起きているか【性別・年齢別】 
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18.3
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結婚問題で周囲が反対す

ること 

 

差別的な言動をすること 就職・職場で不利な扱い

をすること 

インターネットを利用し

て差別的な情報を掲載す

ること 

 

差別的な落書きをするこ

と 

 

その他 特にない 

身元調査をすること 

全  体 （1,397） 

男  性  （597）

女  性  （774） 

20～29 歳（109） 

40～49 歳（208） 

50～59 歳（250） 

60～69 歳（334） 

70 歳以上（279） 

【性 別】 

【年齢別】 

30～39 歳（191） 

全  体 （1,397） 

男  性  （597）

女  性  （774） 

20～29 歳（109） 

40～49 歳（208） 

50～59 歳（250） 

60～69 歳（334） 

70 歳以上（279） 

【性 別】 

【年齢別】 

30～39 歳（191） 

41.7

40.5

43.5

53.9

42.8

43.2

37.1

37.6

45.9
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24.8

27.1

22.7

36.1

28.4
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16.2

22.2

40.4
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23.2

21.3

24.5

31.4

25.0

22.0

16.5

17.9

41.3
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1
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4.8

4.7

4.9

9.4

6.7

4.0

2.7

1.8

9.2

0 20 40 60 80

1

2

3

4
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9

10

11

(％) (％) (％) (％) 

(％) (％) (％) (％) 
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年齢別で比較すると、「結婚問題で周囲が反対すること」、「身元調査をすること」では 30～39 歳で、「差

別的な言動をすること」、「就職・職場で不利な扱いをすること」では 20～29 歳で回答した人の割合がそ

れぞれ高くなっている。 
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わからない 

 
無回答 

 

全  体 （1,397） 

男  性  （597）

女  性  （774） 

20～29 歳（109） 

40～49 歳（208） 

50～59 歳（250） 

60～69 歳（334） 

70 歳以上（279） 

【性 別】 

【年齢別】 

30～39 歳（191） 

1.6

2.2

1.3

1.0

0.5

1.6

1.5

3.9

0.0

0 20 40 60 80

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

(％) (％) 
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ア 同和問題を解決するために必要なこと 

 

 
 
 

 

①図 19－１ 同和問題を解決するために必要なこと【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

同和問題を解決するために必要なことについて、｢人権教育・啓発広報活動を推進する｣と回答した人

の割合が 36.1％と最も高く、次いで「えせ同和行為を排除する」（34.4％）、「人権問題について、自由な

意見交換ができる環境をつくる」（24.1％）の順となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

34.4

24.1

20.8

20.7

6.5

5.4

6.7

12.1

3.4

36.1

0.0 20.0 40.0 60.0

問 15－２ 【問 15 で「１～11」を選んだ人のみ回答】 

同和問題の解決のためには、どのようなことが必要だと思いますか。 

（✓は３つまで） 

人権教育・啓発広報活動を推進する 

えせ同和行為を排除する

 人権問題について、自由な意見交換ができる環境をつくる 

県民の利用しやすい人権相談支援体制を充実する 

インターネットの利用等にかかわる規制をする 

その他 

特にない 

わからない 

無回答 

 関係者が自立して生活しやすい環境をつくる

全体（N=1,397） 

同和問題を解決するために必要なことについて、「人権教育・啓発広報活動を推進する」が 4 割、「え

せ同和行為を排除する」が 3 割 

0％ 20％ 40％ 60％ 
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②図 19－２ 同和問題を解決するために必要なこと【性別・年齢別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6.7

6.2

7.1

3.1

2.4

6.0

10.8

10.0

1.8

0 20 40 60

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

20.7

18.9

22.2

22.5

16.3

19.2

19.5

24.0

26.6

0 20 40 60

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

36.1

37.7

34.9

32.5

38.9

39.2

29.3

40.1

39.4

0 20 40 60

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

全  体 （1,397） 

男  性  （597）

女  性  （774） 

20～29 歳（109） 

40～49 歳（208） 

50～59 歳（250） 

60～69 歳（334） 

70 歳以上（279） 

【性 別】 

【年齢別】 

30～39 歳（191） 

全  体 （1,397） 

男  性  （597）

女  性  （774） 

20～29 歳（109） 

40～49 歳（208） 

50～59 歳（250） 

60～69 歳（334） 

70 歳以上（279） 

【性 別】 

【年齢別】 

30～39 歳（191） 

34.4

43.0

28.0

42.9

49.0

40.0

25.1

24.7

33.9

0 20 40 60

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

24.1

25.6

22.7

18.8

18.8

24.0

28.4

27.2

21.1

0 20 40 60

1

2

3

4

5
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10
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6.5

6.0

7.1

8.9
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6.8

5.4

3.2

10.1
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1

2

3

4

5

6
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8
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5.4

6.7

4.5

6.3
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4.8

4.8

3.9

10.1

0 20 40 60

1
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3

4

5
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20.8

19.6

21.2

20.4

20.7

18.4

20.4

22.2

20.2

0 20 40 60

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

人権教育・啓発広報活動

を推進する 

 

えせ同和行為を排除する 

 
人権問題について、自由

な意見交換ができる環境

をつくる 

 

関係者が自立して生活し

やすい環境をつくる 
 

県民の利用しやすい人権

相談支援体制を充実する 
インターネットの利用等

にかかわる規制をする 
その他 特にない 

(％) (％) (％) (％) 

(％) (％) (％) (％) 
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性別で比較すると、男性の方が「えせ同和行為を排除する」と回答した人の割合が 43.0％と、女性の

28.0％と比べて高くなっている。 
年齢別で比較すると、「えせ同和行為を排除する」では 30～59 歳で回答した人の割合が 4 割を超え高

くなっている。 

 

12.1

9.7

13.8

13.1

13.0

12.0

12.0

12.2

8.3

0 20 40 60

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

わからない 無回答 

 

全  体 （1,397） 

男  性  （597）

女  性  （774） 

20～29 歳（109） 

40～49 歳（208） 

50～59 歳（250） 

60～69 歳（334） 

70 歳以上（279） 

【性 別】 

【年齢別】 

30～39 歳（191） 

3.4

2.7

3.9

0.5

1.9

2.0

5.4

5.7

1.8

0 20 40 60

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

(％) (％) 
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イ 同和問題に係る結婚に対する考え方 

 

 
 
 

 

 

①図 20－１ 同和問題に係る結婚に対する考え方【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

同和問題に係る結婚に対する考え方について、「子どもの意思を尊重する」と回答した人の割合が

32.2％と最も高く、次いで「ややこだわりがあるが、子どもの意思を尊重する」（25.5％）、「反対だが、

子どもの意思が強ければ仕方がない」（15.8％）の順となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

25.5

15.8

6.9

4.5

2.0

10.9

2.1

32.2

0.0 20.0 40.0 60.0

問 15－３ 【問 15 で「１～11」を選んだ人のみ回答】 

あなたに未婚のお子さんがいると想定して、そのお子さんが、かつていわゆる

「同和地区」と呼ばれていたところの出身の人と結婚しようとする場合、あなた

はどうしますか。（✓は１つ） 

同和問題に係る結婚に対する考え方について、「子どもの意思を尊重する」、「ややこだわりがあるが、

子どもの意思を尊重する」、「反対だが、子どもの意思が強ければ仕方がない」の 3 つをあわせると 7

割以上 

子どもの意思を尊重する 

ややこだわりがあるが、子どもの意思を尊重する 

 反対だが、子どもの意思が強ければ仕方がない 

反対ではないが、家族や親戚の反対があれば結婚は認めない 

その他 

わからない 

無回答 

 反対であり、絶対に認めない

全体（N=1,397） 

0％ 20％ 40％ 60％ 
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②図 20－２ 同和問題に係る結婚に対する考え方【性別・年齢別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

性別で比較すると、男性の方が「子どもの意思を尊重する」と回答した人の割合が 36.5％と、女性の

28.9％と比べて高くなっている。 
年齢別で比較すると、「子どもの意思を尊重する」では 20～29 歳で回答した人の割合が 52.3％と高く

なっている。 

4.5
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子どもの意思を尊重する

 
反対だが、子どもの意思

が強ければ仕方がない 

 

反対であり、絶対に認め

ない 

 

反対ではないが、家族や

親戚の反対があれば結婚

は認めない 

 

その他 わからない 無回答 

ややこだわりがあるが、

子どもの意思を尊重する 

全  体 （1,397） 

男  性  （597）

女  性  （774） 

20～29 歳（109） 

40～49 歳（208） 

50～59 歳（250） 

60～69 歳（334） 

70 歳以上（279） 

【性 別】 

【年齢別】 

30～39 歳（191） 

全  体 （1,397） 

男  性  （597）

女  性  （774） 

20～29 歳（109） 

40～49 歳（208） 

50～59 歳（250） 

60～69 歳（334） 

70 歳以上（279） 

【性 別】 

【年齢別】 

30～39 歳（191） 
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22.6

24.8

29.0
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（８）在住外国人の人権擁護についての考え方 

 
 
 
 
図 21 在住外国人の人権擁護についての考え方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

在住外国人の人権擁護についての考え方について、「日本国籍を持たない人でも、日本人と同じように

人権は守るべきだ」と回答した人の割合が 47.9％と最も高く、次いで「日本国籍を持たない人は日本人

と同じような権利を持っていなくても仕方がない」（18.9％）の順となっている。 

性別で比較すると、男性の方が「日本国籍を持たない人は日本人と同じような権利を持っていなくて

も仕方がない」と回答した人の割合が 23.0％と、女性の 16.0％と比べて高くなっている。 

年齢別では、「日本国籍を持たない人でも、日本人と同じように人権は守るべきだ」と回答した人の割

合は、年齢が低くなるにつれて高くなる傾向にある。 

47.9

46.8

57.4

47.0

51.0

38.3

21.6

21.7

10.6

7.0

12.9

6.4

9.2

9.6

6.5

10.2

16.9

57.3

49.9

46.5

18.9

23.0

16.0

13.5

13.6

19.2

19.5

18.5

15.6

21.0

19.1

19.9

20.5

17.6

17.8

17.6 5.4

3.7

3.8

5.4

3.5

4.5

4.0

3.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全　体

男性

女性

20～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70歳以上

日本国籍を持たない人でも、日本人と同じように人権は守るべき

日本国籍を持たない人は日本人と同じ権利がなくても仕方がない

どちらともいえない

わからない

無回答

問 16 在住外国人は、生活上のいろいろな面で差別されていると言われていますが、外国人

の人権擁護について、あなたの意見は次のどちらに近いですか。（✓は１つ）  

全 体（1,512）

男 性 （643） 

女 性 （838）

20～29 歳（141）

30～39 歳（206） 

40～49 歳（219）

50～59 歳（261） 

60～69 歳（342） 

70 歳以上（313） 

在住外国人の人権擁護についての考え方について、「日本国籍を持たない人でも、日本人と同じよう

に人権は守るべきだ」が 5 割 

日本国籍を持たない人でも、日本人と同じように人権は守るべきだ 

日本国籍を持たない人は日本人と同じような権利を持っていなくても仕方がない 

どちらともいえない 

わからない 

無回答 
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（９）在住外国人が不利益な取扱いを受けることについての考え方 

 
 
 
 
図 22 在住外国人が不利益な取扱いを受けることについての考え方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

在住外国人が不利益な取扱いを受けることについての考え方について、「外国人に対する差別だ」と回

答した人の割合が 30.2％と最も高く、次いで「風習・習慣や経済状態が違うのでやむを得ない」（29.1％）、

「日本の事情に慣れるまでトラブルがあっても仕方がない」（18.1％）の順となっている。 

年齢別で比較すると、「外国人に対する差別だ」では 20～49 歳で回答した人の割合が 4 割と高くなっ

ている。 
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28.8

37.6

37.4

34.5
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28.4

15.3

10.7

18.4
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15.0

14.2
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15.8

18.8

3.8

37.4

32.7

25.4

29.1

29.5

29.4

27.7

26.2

23.7

30.3

18.1

20.1

16.7

18.4
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15.5

16.5

14.9

24.6
1.3

1.5

1.1

2.3
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1.2
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1.3

3.7

2.0

1.1

2.9

2.8

3.0

2.2

1.6

2.8

4.1

2.8

3.2

3.4

4.4

5.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全　体

男性

女性

20～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70歳以上

外国人に対する差別だ

風習・習慣や経済状態が違うのでやむを得ない

日本の事情に慣れるまでトラブルがあっても仕方がない

外国人だから不利益な扱いを受けても仕方がない

その他

わからない

無回答

問 17 在住外国人が不利益な取扱いを受けることがありますが、あなたはこのことについて

どう思いますか。（✓は１つ）  

全 体（1,512） 

男 性 （643）

女 性 （838）

20～29 歳（141）

30～39 歳（206）

40～49 歳（219）

50～59 歳（261） 

60～69 歳（342）

70 歳以上（313） 

在住外国人が不利益な取扱いを受けることについての考え方について、「外国人に対する差別だ」、「風

習・習慣や経済状態が違うのでやむを得ない」がともに 3 割 

外国人に対する差別だ 

風習・習慣や経済状態が違うのでやむを得ない 

日本の事情に慣れるまでトラブルがあっても仕方がない 

外国人だから不利益な扱いを受けても仕方がない 

その他 

わからない 

無回答 
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ア 在住外国人の人権を守るために必要なこと 

 
 
 
 
①図 23－１ 在住外国人の人権を守るために必要なこと【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

在住外国人の人権を守るために必要なことについて、「在住外国人のための日本語学習機会の増大や在

住外国人の子どもに対する教育の充実」と回答した人の割合が 46.0％と最も高く、次いで「在住外国人

向けの相談体制の充実」（41.7％）、「在住外国人に対する日本人の理解促進」（37.7％）の順となってい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

41.7

37.7

34.7

21.1

8.0

1.7

3.2

10.7

3.4

46.0

0.0 20.0 40.0 60.0

問 18 在住外国人の人権が守られるためには、どのようなことが必要だと思いますか。 

（✓は３つまで） 

 

在住外国人の積極的な登用・雇用や労働条件の向上 

在住外国人向けの相談体制の充実 

 多言語による生活情報提供の充実

在住外国人のための日本語学習機会の増大や 
在住外国人の子どもに対する教育の充実 

在住外国人に対する日本人の理解促進 

その他 

特にない 

無回答 

わからない 

在住外国人の地方参政権付与や意見を行政に反映する 
システムの実現 

全体（N=1,512） 

在住外国人の人権が守られるために必要なことについて、「在住外国人のための日本語学習機会の増

大や在住外国人の子どもに対する教育の充実」が 5 割 

0％ 20％ 40％ 60％ 
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②図 23－２ 在住外国人の人権を守るために必要なこと【性別・年齢別】 
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在住外国人のための日本

語学習機会の増大や在住

外国人の子どもに対する

教育の充実 

 

在住外国人向けの相談体

制の充実 

 

 

在住外国人に対する日本

人の理解促進 

 

在住外国人の積極的な登

用・雇用や労働条件の向

上 

 

多言語による生活情報提

供の充実 

在住外国人の地方参政権

付与や意見を行政に反映

するシステムの実現 

 

その他 特にない 

全  体 （1,512） 

男  性  （643）

女  性  （838） 

20～29 歳（141） 

40～49 歳（219） 

50～59 歳（261） 

60～69 歳（342） 

70 歳以上（313） 

【性 別】 

【年齢別】 

30～39 歳（206） 

全  体 （1,512） 

男  性  （643）

女  性  （838） 

20～29 歳（141） 

40～49 歳（219） 

50～59 歳（261） 

60～69 歳（342） 

70 歳以上（313） 

【性 別】 

【年齢別】 

30～39 歳（206） 
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年齢別で比較すると、「在住外国人の積極的な登用・雇用や労働条件の向上」と回答した人の割合は、

年齢が低くなるにつれて高くなる傾向にある。 
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わからない 

 
無回答 

 

全  体 （1,512） 

男  性  （643）

女  性  （838） 

20～29 歳（141） 

40～49 歳（219） 

50～59 歳（261） 

60～69 歳（342） 

70 歳以上（313） 

【性 別】 

【年齢別】 

30～39 歳（206） 
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